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準
備
作
業

（
ク
レ
ー
ン
作
業
）

準
備
作
業

（
ク
レ
ー
ン
作
業
）

不
良
の
玉
掛
け
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

を
使
用
し
た
た
め
ワ
イ
ヤ
ロ
ー

プ
が
切
れ
て
吊
荷
が
落
下
し
作

業
者
に
当
た
っ
て
負
傷
す
る
。

吊
荷
お
よ
び
ク
レ
ー
ン
操
作
に

注
意
が
集
中
し
、
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
て
脚
立
か
ら
転
落
す
る
。

手
直
し
・
調
整
作

業
主
軸
台
後
部
の
調
整
作
業
中
に
別

の
作
業
者
が
機
械
を
作
動
さ
せ

て
、
調
整
を
し
て
い
る
作
業
者
が

回
転
部
に
巻
き
込
ま
れ
負
傷
す
る
。

❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

  演
習
    
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
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準
備
作
業

集
積
し
た
部
品
（
ユ
ニ
ッ
ト
）
が

転
倒
し
て
、
手
足
を
骨
折
す
る
。

部
品
の
平
置
き

①
作
業
場
所
の
確
保
と
整
理
整
頓

②
部
品
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底

③
重
ね
る
、
立
て
る
場
合
に
は
当
て
も

の
を
使
用
す
る
。

●
作
業
場
所
の
確
保

●
部
品
の
小
分
け
を
可
能

に
で
き
る
区
分
け
箱
の

利
用

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

準
備
作
業

ク
レ
ー
ン
操
作
ミ
ス
で
荷
振
れ

を
お
こ
し
、
共
同
作
業
者
を
負

傷
さ
せ
る
。

操
作
ス
イ
ッ
チ
に
作
動
を
明
示

す
る

①
操
作
中
は
、
他
の
者
は
吊
り
荷
に

近
づ
か
な
い
。

②
玉
掛
訓
練
の
定
期
実
施

●
玉
掛
訓
練
の
実
施

●
操
作
ス
イ
ッ
チ
の
定
期
点

検
（
コ
ー
ド
含
む
）

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

組
立
作
業

部
品
が
滑
っ
て
落
下
し
、
手
足

を
裂
傷
す
る
。

素
手
作
業
と
手
袋
作
業
の
区
分

①
部
品
、
工
具
の
油
分
除
去
の
徹
底

②
素
手
作
業
範
囲
の
周
知

③
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
掛
け
の
禁
止
部
位
を

決
め
る
。

●
作
業
前
に
注
意
事
項
を
確

認
●
部
品
を
知
る
勉
強
会
の
実

施

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

組
立
作
業

焼
き
嵌
め
部
品
に
接
触
し
、
腕

や
手
指
を
火
傷
す
る
。

皮
手
、
軍
手
の
着
用

①
耐
熱
保
護
具（
手
袋
、
カ
バ
ー
）の

使
用
を
徹
底
す
る
。

●
作
業
前
の
段
取
り
確
認

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

組
立
作
業

部
品（
ユ
ニ
ッ
ト
）の
取
付
け
も
し

く
は
取
り
外
し
時
に
部
品
が
落
下

し
て
、
手
や
足
を
挟
ま
れ
負
傷

す
る
。

部
品
重
量
の
確
認

作
業
位
置
、
姿
勢
の
相
互
注
意

①
く
さ
び
、
台
木
に
よ
り
、
落
下
を
想

定
し
保
護
で
き
る
よ
う
段
取
り
す
る
。

●
共
同
作
業
で
行
な
う

●
事
前
に
吊
り
込
み
を
し
て

か
ら
作
業

×
△

Ⅲ
△

△
Ⅱ

組
立
作
業

レ
ン
チ
や
ス
パ
ナ
が
ボ
ル
ト
か

ら
は
ず
れ
、反
動
で
手
を
打
撲
、

裂
傷
す
る
。

工
具
の
油
分
の
除
去

無
理
な
作
業
姿
勢
の
禁
止

①
正
し
い
工
具
の
使
い
方
の
教
育

②
工
具
の
代
用
を
禁
止
す
る
。

●
工
具
の
代
用
を
せ
ず
正

し
く
使
う
こ
と
を
繰
返
し

教
育

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

準
備
作
業

準
備
作
業

ま
た
は
組
立
作
業

不
良
の
玉
掛
け
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
を

使
用
し
た
た
め
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が

切
れ
て
吊
荷
が
落
下
し
作
業
者
に

当
た
っ
て
負
傷
す
る
。

吊
荷
お
よ
び
ク
レ
ー
ン
操
作
に
注

意
が
集
中
し
、バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

脚
立
か
ら
転
落
す
る
。

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
毎
月
定
期
点
検

ク
レ
ー
ン
操
作
者
を
追
加
す
る
。

①
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
点
検
後
、
合
格
品

は
色
分
け
す
る
。

②
品
物
に
重
量
表
示
す
る
。

③
使
用
前
点
検

①
脚
立
に
手
す
り
を
設
け
る
。

②
脚
立
の
使
用
前
点
検

●
玉
掛
訓
練
の
定
期
的
な
実

施
●
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
ワ
イ

ヤ
ロ
ー
プ
・
吊
具
の
チ
ェ
ッ

ク
を
強
化

●
使
用
用
具
の
基
準
の
ル
ー

ル
化

●
作
業
台
・
足
場
台
に
よ
る

足
場
の
確
保

× ×

△ △

Ⅲ Ⅲ

× ×

○ ○

Ⅱ Ⅱ

❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
　
　
　
　
　
　

ば

試
運
転
作
業

可
動
部
、
回
転
体
に
巻
き
込
ま

れ
て
負
傷
す
る
。

服
装
点
検

立
入
禁
止
措
置

①
禁
止
エ
リ
ア
を
ト
ラ
ロ
ー
プ
等
で
明

確
に
表
示
す
る
。

②
作
業
前
に
段
取
り
を
確
認
す
る
。

●
電
源
を
入
れ
る
と
き
は

笛
を
吹
く
。

●
服
装
点
検
の
徹
底

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

手
直
し
・
調
整
作

業
可
動
部
を
手
回
し
で
調
整
し
て

い
る
と
き
、
手
指
を
切
傷
す
る
。
安
全
の
留
意
点
を
記
載
し
た
組

立
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

①
立
ち
位
置
、
作
業
姿
勢
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
追
記

②
作
業
段
取
り
の
確
認

●
ネ
ジ
山
等
の
鋭
利
な
部

分
に
は
防
護
シ
ー
ル
の

添
付

△
×

Ⅲ
△

○
Ⅰ

手
直
し
・
調
整
作

業
主
軸
台
後
部
の
調
整
作
業
中
に

別
の
作
業
者
が
機
械
を
作
動
さ

せ
て
、
調
整
を
し
て
い
る
作
業

者
が
回
転
部
に
巻
き
込
ま
れ
負

傷
す
る
。

全
体
を
監
視
す
る
監
督
者
を
置

く
。 

①
 作
業
手
順
の
事
前
確
認

②
 可
動
部
立
入
り
時
の
機
械
操
作
禁
止

③
 合
図
の
確
認

④
 注
意
事
項
を
書
い
た
看
板
の
設
置

●
作
業
前
に
危
険
予
知

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●
指
差
確
認

●
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
シ
ス
テ
ム
の

適
用

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

準
備
作
業

部
品（
ユ
ニ
ッ
ト
）を
取
付
け（
取

外
し
）時
斜
め
吊
り
を
し
て
、荷

が
落
下
ま
た
は
振
ら
れ
て
負
傷

す
る
。

斜
め
吊
り
の
禁
止
の
徹
底

①
吊
り
段
取
を
作
製
し
使
用
の
徹
底

を
す
る
。

●
作
業
手
順
書
の
作
成
と

作
業
教
育
の
実
施

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

組
立
作
業

不
安
定
な
足
場
か
ら
転
落
し
て

骨
折
や
打
撲
を
す
る
。

決
め
ら
れ
た
足
場
の
構
築

安
易
な
足
場
代
用
品
の
使
用
禁

止

①
踏
み
台
、
脚
立
、
渡
し
板
の
整
備
と

点
検

②
作
業
場
所
の
整
理
整
頓

●
使
用
用
具
の
廃
棄
基
準

の
ル
ー
ル
化

●
職
場
の
一
作
業
即
清
掃

の
定
着
化

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
　
　
　
　
　
　


